
令和元年度 札幌市研究開発事業「道徳教育の充実」に係る実践研究のまとめ 

札幌市立札幌中学校の取組 

 

１ 道徳科の指導について 

・授業づくりのポイント 

本校では、道徳の授業１単位時間の中で一つ

の価値のみを焦点化するのではなく、新学習指

導要領にもあるように、複数の価値が対立する

葛藤場面を設定するよう心掛けている。 

そして、なぜそのような問題が生まれるのか

を調べたり、他者の感じ方や考え方を確かめた

りしながら課題解決に向けて「考え、議論する」

過程を重視している。 

 

・多様な学習展開 

本校では、道徳担当教師の準備した基本となる学習指導案を、授業を担当する教師が教

材の提示の仕方や発問を学級の生徒の実態に合わせ、工夫しながら授業づくりに取り組ん

でいる。 

例えば、読み物教材を範読だけでなく映像などを使って思慮を深めようとしたり、生徒

の思考を予想しそれに沿った発問や、切実感のある発問、自由な思考を促す発問、物事を

多面的・多角的に考える発問などにしたりして、主題を明瞭にして生徒がより主体的に問

題意識をもつよう努めている。 

 

・学習指導における配慮事項 

「考え、議論する」道徳を

進める上で基盤となるのは、

言語活動と受容的な学級風土

である。本校は、望ましい「人

間関係形成能力」の育成を柱

としたカリキュラム・マネジ

メントを組織的に推進し、教

科等横断的に言語活動の充実

に取り組んでいる。そのため、

道徳科の指導を学級担任任せではなく、学校として全教職員で取り組むとの方針のもと、

研究部と道徳教育推進教師を中心として、図２のように全ての学年所属教師が交代で全学
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01「全てがリオでかみ合った」Ａー(4)希望と勇気、克己と強い意志

02「朝市の『おはようございます』」Ｂー(７)礼儀

03「選手に選ばれて」Ｃー(10)遵法精神、公徳心

担任① 04「自分の性格が大嫌い！」Ａー(3)向上心、個性の伸長 　 1 4 2 3 5

副担任① 05「いじめに当たるのはどれだろう」Ｂ－(9)相互理解、寛容  5 2 3 × 1 4

副担任② 06「傍観者でいいのか」Ａー(1)自主、自律、自由と責任  3 1 5 4 2

担任② 07「ぼくのふるさと」Ｃー(16)郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度  4 2 5 × 3 1

担任③ 08「楽寿号に乗って」Ｃー(12)社会参画、公共の精神  5 3 4 1 2

担任④ 10「新しいプライド」Ｃー(13)勤労  1 4 × 3 2 5

担任⑤ 11「短文投稿サイトに友達の悪口を書くと」Ｂー(８)友情、信頼  2 5 4 1 3

副担任③ 12「いのちって何だろう」Ｄー(19)生命の尊さ 　 3 1 2 5 4

※「ふたつの心」複数内容項目 　

09「山に来る資格がない」Ａー(２)節度、節制 　

※アクション！Aー(２)節度、節制 　
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図２ 札幌中学校 令和元年度道徳科年間指導計画（抜粋） 

図１ 札幌中学校 道徳科の葛藤場面での生徒の様子 



級の授業を行い、様々な教師が持ち味を生かしながら指導を図っている。 

また、学習の過程で様々な困難さを抱える生徒について、個々の生徒の困難さの実態を

把握した上で、発言や記述ではない形で表出する生徒の姿をきめ細かく見取りながら指導

するなどの配慮が必要と考えている。 

 

２ 道徳科の評価について 

・評価の工夫と留意点 

本校では、学年所属教師

全員が、毎時間授業ごとに

各学級５名ずつ、つまり５

学級×５人程度＝２５人

程度の評価を行う「道徳担

任」制をとることとしてい

る。この取組は、生徒の変容

を複数の目で見取り、共通の認識をもって組織的な評価が可能になるため、評価の妥当性、

信頼性等の担保にもつながると考えている。 

なお、学級担任は、図２のように変容を見取りやすい学期当初と学期を担当することと

し、学期途中でも道徳担任以外の自学級生徒に対して評価してもよいこととしている。 

 

・校内で共通理解を図るための手だて 

本校では、年度当初の校内研修会で評

価方法を明確にし、振り返りワークシー

トの様式や評価の観点などについて共

通理解を図っている。 

また、図４のように、学年所属教師が

授業の振り返りワークシートの記述を

まとめた「道徳通信」を配付するなどし

て、生徒に積極的にフィードバックする

などの試みも行っている。 

道徳科の指導は、その性格上、授業１

単位時間の指導だけでその成長を見取

るのは困難である。そのため、生徒の道

徳性に係る成長の様子や学習状況について積極的に教師同士で交流し、指導や評価の改善

につなげていくことが大切と考えている。 

 

１回目 ２回目 ３回目

評価コメント 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇

自己評価 52418 222 233

評価コメント 〇〇〇 〇〇〇 〇〇〇

自己評価 311 322 333

評価コメント

自己評価

評価コメント

自己評価

道徳評価【a】グループ の１組生徒

1 101 生徒A

2 102 生徒B

3 131 生徒C

4 132 生徒D

図３ 札幌中学校 令和元年度道徳科評価シート（抜粋） 

図４ 札幌中学校 １学年道徳通信（抜粋） 


